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2025 年度 一般選抜公立大学中期日程 〔経済学部（国際商学科）〕 英語 

出題の意図と解答の傾向 

 

 

［Ⅰ］（166点） 

「市街地」について書かれている文章の内容が理解できているかどうかを、「パラフレーズ」

や「要約」などを出題することで確認した。 

 

1．（25 点） 

【解答】 

 （There ) is a worldwide trend as ( more and more）people move away from the country 

and into ( urban areas). 

【解答の傾向】 

本文中の文章を与えられた語句を使ってパラフレーズする問題である。残念ながら、満点はご

く少なかった。提示された元の文の内容が理解できていて、質問の指示に従って、作成していれ

ば細かいミスがあっても高得点が付けられている。元の文と異なった意味の文になってしまっ

ていたり、文法的に正しくなかったり、意味が伝わらない文になっていた解答が相当数見られた。

条件として提示された語が入ってない場合は低い点数になっている。 

 

２．（5 点） 

【解答】 

C 

【解説】 

a．「better safety measures」は、述べられていない。 

b．「larger」は、必ずしもそうではない。「containing many more people」「higher density」

は述べられていない。 

d．「more space than rural areas」「traffic and noise of rural communities」の箇所が、

正しくない。 

 

３．（各 25点） 

（a）【解答例】 

In many countries, almost all of the urban population lives in the suburbs. 

  【解答の傾向】 
この問題は、「almost」の使い方の理解を見る問題である。解答例の他に、almost the 

entire urban population など、文法的に正しいものは可。誤答としては、almost 

population lives in the suburbs とか、…the population almost lives in the suburbs

のようなもの。かなり多くの人が、the city , the urban、suburbs の使い方を間違えて

いた。 
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（b）【解答例】 

How has（sub）urban sprawl become such a significant problem in such a short 

period of time? 

【解答の傾向】 

この問題は how を正しく使えるかを確かめる問題。解答例の他に How did (sub)urban 

sprawl become such a significant problem in such a short period of time?のように文

法的に合っているものは正解とした。誤答では、How suburban sprawl became …、How 

did suburban sprawl became such a big problem, How was urban sprawl become such 

a big problem のような文法の誤りが多く見られた。一方、指示に従わず「Why did suburban 

sprawl become such a big problem…」のような解答に関しては、文法は合っているけれ

ど低い得点になっている。 

 

４．（24 点） 

【解答】 

ア）transportation イ）proved vital ウ）first and foremost 

エ）afford オ）convenient カ）on a daily basis  

キ）the industrial centers ク）took advantage of 

ケ）green space コ）offset サ）in turn シ）consuming 

 

【出題の意図】 

全体の文を要約する力を測る問題。 

 

5．（25 点） 

【解答（日本語訳例）】 

西アフリカでは都市計画性のなさが、主な批判の的とされており、それというのは産業や住

宅が熱帯雨林やサバンナを何の調整や設計もなく置き換えてしまうのを許しているのです。 

【解答の傾向】 

部分的には訳せていても、要点の捉え間違えをしている解答が半数近く見られた。

coordination, any sort of , residences の意味の取り違えが多く見られた。方角の英語の間違

いも多く見られた。 

 

６．（25 点） 

【解答（日本語訳例）】 

最近、専門家たちは郊外のスプロール現象の拡大を遅らせようと試みたり、または少なくとも

もっと計画的に開発された都市と郊外の地域を作ろうとしています。 

【解答の傾向】 

slow を動詞として捉えていない。よって「スプロール現象をゆっくり拡大する」というよう

なまちがった理解になってしまっていた。 



3 

 

that are developed more purposefully の先行詞が urban and suburban areas であること

が理解できているか疑わしい解答が多く見られた。 

 

7．（6 点） 

【解答】b 

【解説】a．「mistakes made by homebuilders」  は述べられていない。 

ｃ．「mostly a problem 」は正しくない。 

ｄ．「show the effects」効果は示されていない。 

e．「organic farms, green spaces, and lakes」white plaster と関連がない。 

ｆ．engineering techniques since the 1800s. 時期は述べられていない。 

white plaster は技術の進歩とは関係ない。 

 

８．（6 点） 

【解答】d 

【解説】a．「urban areas are more advanced than suburbs」は間違い。 

b．「best way」は間違い。best としては述べられていない。 

「reducing the use of streetcars」streetcars はもう重要ではない。 

c．「replaced with」high ways with roofs とは、置き換えられない。 

e．「only」が間違い。ほとんどの国で問題である。 

f．「a more environmentally friendly」が、間違い。 

 

［Ⅱ］（34点） 

A．【解答例】 

１．wait to visit 

2．Seen from 

3．If 

4．for 

【解答の傾向】 

1．2 の正答率が低かった。 

1．can’t help ～ing の問題だと思った人が 2 割程度。。 

2．Seen from this window は、分詞構文。If you see の部分を Seeing に変えて主語が hill 

なので Seen になる。「この窓から見ると」という条件を表す。 

 

B．【解答】 

1．②have eaten 

2．③any 

3．④a large 

４．③successful 

５．④knows 

６．②reading 

７. ④not to use 


